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東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月
７
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
に
お
い

て
「
第
１
２
０
回
理
事
会
」
を
開

催
し
、「
令
和
４
年
度
国
の
予
算
・

制
度
等
に
関
す
る
要
望
」
に
つ
い

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
３
年
11

月
２
日
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会

館
に
お
い
て
「
第
１
２
１
回
理
事

会
」
を
開
催
、「
令
和
４
年
運
動

て
審
議
し
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
の
挨

拶
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
職
域
接
種
に
つ
い
て
、

「
本
日
の
報
告
事
項
に
も
あ
り
ま

す
が
、
当
政
治
連
盟
の
働
き
か
け

も
あ
り
、
職
域
接
種
が
開
始
さ
れ
、

会
員
各
社
か
ら
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
報
告
。

方
針
・
事
業
計
画
」「
令
和
４
年

収
支
予
算
」
の
２
議
案
を
審
議
。

ま
た
、「
協
議
・
確
認
事
項
」
と

し
て
「
令
和
４
年
新
年
賀
詞
交
歓

た
だ
し
、
感
染
拡
大
の
収
束
は
不

透
明
な
こ
と
か
ら
、
現
況
に
関
し

て
は
「
緊
急
事
態
宣
言
も
延
長
さ

れ
る
見
込
み
で
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
」
と
強
い

警
戒
感
を
示
し
た
。

　

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、「
先

日
、
都
議
会
３
会
派
に
来
年
度
の

予
算
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

会
」
と
「
第
17
回
評
議
員
会
開
催

日
時
」
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
、

確
認
が
行
わ
れ
た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
挨
拶

た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
本
日
の

議
案
は
国
に
対
す
る
要
望
に
つ
い

て
で
す
。
活
発
な
ご
審
議
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
積
極
的
な
意

見
交
換
を
要
請
し
た
。

　

議
案
は
横
田
英
雄
幹
事
長
が
、

「
前
回
と
の
主
な
変
更
点
を
中
心

に
説
明
い
た
し
ま
す
」
と
前
置
き

し
て
提
案
説
明
。
大
項
目
１
の「
公

共
建
築
物
等
の
維
持
管
理
に
関
す

る
要
望
事
項
」
の
「
品
確
法
の
趣

旨
の
徹
底
と
指
導
に
つ
い
て
」
で

は
、
指
導
内
容
と
し
て
「
建
築
保

全
業
務
労
務
単
価
の
運
用
等
」
に

つ
い
て
明
記
。
大
項
目
２
の
「
そ

の
他
の
制
度
改
正
」
の
「
最
低
賃

金
の
引
上
げ
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
で
は
、
労
働
集
約
型
の
当
業

界
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
加
筆
。「
障
害
者
雇
用
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
」
で
は
、
具

体
例
を
追
加
し
た
。
ま
た
大
項
目

３
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
事
項
」の「
官

公
庁
施
設
の
契
約
変
更
に
つ
い

て
」
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
時
に

事
業
の
継
続
が
求
め
ら
れ
る
事
業

者
と
し
て
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
を
加
筆
。
さ

ら
に
、「
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
現

場
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」
で
は
、

「
通
常
時
と
比
較
し
て
一
人
当
た

り
２
万
円
の
追
加
費
用
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
参
考
資
料
と
し
て

追
加
し
ま
し
た
」
と
説
明
。

　

議
長
の
野
口
博
行
副
理
事
長
が

意
見
等
を
求
め
た
あ
と
採
決
に
移

り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
は
６
つ
。「
令
和
３

年
上
期
の
収
支
に
つ
い
て
」
は
、

坂
野
正
和
会
計
責
任
者
が
、「
収

入
は
６
５
２
万
円
。
前
年
か
ら
の

繰
越
額
１
６
３
８
万
円
を
加
え
、

収
入
総
額
は
２
２
９
０
万
円
。
支

出
は
５
３
０
万
円
。
当
期
収
支
差

額
は
１
２
２
万
円
の
プ
ラ
ス
。
下

期
へ
１
７
６
０
万
円
を
繰
り
越
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
説
明
。

大
村
清
保
監
事
が
、「
決
算
報
告

書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と

一
致
し
、
当
政
治
連
盟
の
財
政
状

況
を
正
し
く
示
し
て
い
る
。
当
政

治
連
盟
の
財
政
状
況
は
健
全
で
あ

る
」
と
会
計
監
査
報
告
を
行
っ
た
。

　
「
衆
議
院
議
員
選
挙
対
応
に
つ

い
て
」
は
、
高
橋
誠
事
務
局
長
が

推
薦
状
依
頼
の
状
況
や
交
付
の
方

針
な
ど
を
説
明
。「
都
議
会
３
会

派
要
望
聴
取
会
実
施
報
告
」
は
、

横
田
幹
事
長
が
「
当
日
の
午
前
中
、

東
京
協
会
と
東
京
都
財
務
局
と
の

意
見
交
換
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
た
た
め
、
東
京
都
の
見
解

も
踏
ま
え
て
３
会
派
に
要
望
い
た

し
ま
し
た
」
と
報
告
。

　

残
り
の
「
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
に
つ
い
て
」

と
「
６
月
理
事
会
以
降
の
動
き
と

今
後
の
予
定
」「
会
員
等
の
推
移
」

は
、
高
橋
事
務
局
長
が
続
け
て
説

明
。
職
域
接
種
で
は
、「
当
政
治

連
盟
の
要
望
活
動
に
よ
り
、
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
清
掃
業
や

廃
棄
物
処
理
業
、
消
毒
に
従
事
す

る
方
が
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
と

し
て
、
東
京
都
設
置
の
大
規
模
接

種
会
場
で
の
接
種
対
象
者
に
追
加

指
定
さ
れ
ま
し
た
」
と
報
告
を

行
っ
た
。

で
、「
一
昨
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
皆
様
に

は
大
変
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
当
政
連
の
重
点
支
援
候
補
者

３
名
の
う
ち
、
自
民
党
の
平
候
補

と
公
明
党
の
岡
本
候
補
の
両
名
が

当
選
い
た
し
ま
し
た
。」
と
、
謝

意
を
表
明
し
て
結
果
を
報
告
。
続

い
て
経
営
環
境
に
対
す
る
認
識
を

述
べ
た
後
、「
本
日
の
審
議
事
項

は
、
来
年
の
事
業
計
画
や
予
算
案

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
協
議
事

項
と
し
て
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
な

ど
も
ご
ざ
い
ま
す
」
と
項
目
を
挙

げ
、
活
発
な
審
議
や
協
議
を
求
め

た
。

　

審
議
事
項
の
令
和
４
年
運
動
方

針
・
事
業
計
画
の
提
案
説
明
は
、

横
田
英
雄
幹
事
長
が
担
当
。

　

運
動
方
針
は
、「
令
和
３
年
と

同
様
、
都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
所

属
議
員
や
国
会
議
員
へ
の
要
望
活

動
、
東
京
都
各
種
団
体
協
議
会
・

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連

盟
と
連
携
し
て
、
ビ
ル
メ
ン
業
の

利
益
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行

う
と
い
う
内
容
で
す
」
と
説
明
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
「
基
本
的
に
は
令
和
３
年
と
同

様
と
し
、
東
京
協
会
と
連
携
し
、

都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

３
０
８
６
万
円
、
当
期
支
出
は

１
５
３
１
万
円
、
次
期
繰
越
額
は

１
５
５
５
万
円
と
な
る
こ
と
を
細

目
を
挙
げ
て
説
明
。

　

両
審
議
事
項
と
も
、
議
長
の
榎

本
寛
副
理
事
長
が
意
見
・
質
問
を

求
め
た
後
、
採
決
に
移
り
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

協
議
・
確
認
事
項
の
令
和
４
年

新
年
賀
詞
交
歓
会
と
第
17
回
評
議

員
会
開
催
日
時
は
、
高
橋
誠
事
務

局
長
が
提
案
。
新
年
賀
詞
交
歓
会

は
、
協
賛
の
可
否
、
招
待
議
員
、

招
待
議
員
へ
の
対
応
を
検
討
、
評

議
員
会
開
催
日
時
は
令
和
４
年
２

月
25
日
（
金
曜
日
）
で
の
調
整
と

な
っ
た
。

　

報
告
事
項
は
４
つ
あ
り
、「
第

ス
業
振
興
政
策
研
究
会
と
協
同
し

て
、
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管

理
に
関
す
る
要
望
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
、
議
員
の
支
援
活
動
、
機

関
紙
発
行
な
ど
の
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
、
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
説
明
し
た
後
、「
令
和
４
年
は

参
議
院
議
員
選
挙
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
議
員
連
盟
所
属
議
員

の
推
薦
に
つ
い
て
追
加
し
ま
し

た
」
と
、
令
和
３
年
か
ら
の
変
更

点
を
挙
げ
た
。

　

令
和
４
年
収
支
予
算
は
、
坂

野
正
和
会
計
責
任
者
が
、
予
算

額
案
と
し
て
、
当
期
収
入
は

１
４
１
９
万
円
、
前
年
か
ら
の
繰

越
額
を
含
め
た
当
期
収
入
総
額
は

49
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
と

対
応
」
と
「
東
京
都
議
会
自
民
党

Ｂ
Ｍ
政
策
研
究
会
と
の
意
見
交
換

会
」
の
２
つ
は
横
田
幹
事
長
が
担

当
。
衆
院
選
は
、
重
点
支
援
候
補

者
２
名
当
選
、
支
援
候
補
者
は
比

例
を
含
め
７
名
当
選
を
報
告
し
、

推
薦
状
の
交
付
や
応
援
演
説
・
遊

説
へ
の
参
加
状
況
な
ど
を
説
明
。

意
見
交
換
会
で
は
、
特
に
最
低
制

限
価
格
に
関
す
る
要
望
、
労
務
単

価
の
適
正
計
上
、
病
院
清
掃
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
、
理
解
を
深
め
た
こ
と
を
報
告
。

「
９
月
理
事
会
以
後
の
動
き
と
今

後
の
予
定
」
と
「
会
員
等
の
推
移
」

の
２
つ
は
高
橋
事
務
局
長
が
説
明

を
行
っ
た
。

理
事
会
の
様
子

冒
頭
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
梶
山
理
事
長

議
長
を
つ
と
め
た
野
口
副
理
事
長

提
案
説
明
を
行
う
横
田
幹
事
長

報
告
事
項
を
行
う
坂
野
会
計
責
任
者

会
計
監
査
報
告
を
行
う
大
村
監
事

令
和
４
年
度   

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
を
審
議

令
和
４
年
の
方
針
・
計
画
な
ど
２
議
案
を
審
議

第120 回
理事会

第121 回
理事会

審
議
事
項
に
賛
意
を
示
す
理
事
の
皆
さ
ん

協
議
・
確
認
事
項
を
提
案
す
る
高
橋
事
務
局
長

議
長
を
つ
と
め
た
榎
本
副
理
事
長


